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温かい言語環境の中で 

生徒指導主事 西野 直美 

 昨年は、パリオリンピック・パラリンピックがありました。そして、今は、来年開催のミラノ・

コルティナダンペッツォ冬季オリンピックの選考会等の話をよく耳にします。その中で、感心する

のは、各選手の話です。年齢や国籍を問わず、どの選手も自分の現状や目標、思い、ライバル選手

への敬意を堂々と自分の言葉で伝えています。違う国の言葉を巧みに使って話す選手もいます。聞

いていて晴れやかな気持ちになったり、こちらが学んだりすることが多々あります。 

よく言葉は人柄やその人が持つ教養までも表すと言われます。それと同様に、放たれた言葉は、

言った人の気持ちや内々の心を表すものだと思われます。 

本校では、「ふわふわ言葉」を奨励しています。これは、「大丈夫？」「ありがとう」等、一人一

人を大切にし、相手が嫌な気持ちにならない温かい言葉のことです。「ふわふわ言葉」を日常的に

使えるように各学級で振り返ったり、「ふわふわ言葉の木」等の掲示物を作成したりして、温かい

言葉づかいを広めようと取り組んでいます。その言葉を受け取った相手は、その一言に大きく励ま

されたり、その人の優しさを受け取ったりします。それほど言葉には大きな力があると思われま

す。でも、時には、相手の心を傷付ける怖さもあります。日常の中で、自分が言う一言に「相手は、

どう思うのかな？」等と考えて話すことは少ないかもしれませ

ん。言葉は、目には見えません。けれども、一度発した言葉を

消すことはとても難しいものです。だからこそ、何気なく使う

言葉は、自分の心を伝えるものだと自覚しながら、日々言葉を

使いたいものです。 

 人生 100年時代と言われ、子供たちが大人になる頃には、Ａ

Ｉの発達により、現在の職業の半分はなくなるだろうとさえ言

われています。しかし、相手と話すという行動は、決してなく

ならないと思います。むしろ、お互いが分かり合うために、ま

すます重要になるでしょう。相手の気持ちや状況を考えて言葉

を選ぶことは、子供たちにとって、現在も、未来も大切な力だ

と考えます。「ふわふわ言葉」を使う温かい言語環境の中で、温

かい人間関係を育み、お互いを思いやる子供が育つ学校をこれ

からも目指していきたいと思います。 

 

 

３月の交通安全街頭指導    

３月 ３日（月）山本 孝一さん(柄崎製材所前)   渡辺  晃さん（殿信号交差点） 

３月１７日（月）立野 文州さん(柄崎製材所前)   天池 哲忠さん（殿信号交差点）  

 

※指導時間    柄崎製材所前は７時３５分から７時５０分です。 

殿信号交差点は７時３０分から７時４５分です。 

よろしくお願いいたします。 

 

＜「ふわふわ言葉」の木＞ 



思いをつなぐ 

 ４月から子供たちは、生活科や総合的な学習の時間「なのはな」を中心

に、ふるさと学習に取り組んできました。１・２年生は、これまで知らな

かった地域のよさに気付きました。３・４年生は、大豆の栽培やＳＤＧｓ

に向けた取組等、様々な体験活動を通して、地域の方々の思いや願いを実

感しました。５・６年生は、干柿や米作り、防災の取組を通して地域の課

題を発見し、よりよい地域づくりのために自分たちができることを考えま

した。 

 ３学期に入り、子供たちは、地域の人や自然、文化等と触れ合いな 

がら学んだことを伝える活動に取り組んでいます。４年生は、地域の環境を守る取組を３年生に伝えました。３

年生の子供たちは、自分たちも地域の自然を守るために活動してみたいという思いを高めました。上級生から教

わったことを生かして、ふるさとについて自分たちなりに考え、工夫して活動していくことでしょう。 

 このように、子供たちは自分たちの学びを次の学年につないでいます。そして、子供たちのふるさとを思う気

持ちが受け継がれていきます。そのためにも、地域の皆様のご協力は欠かせません。今後もどうぞよろしくお願

いいたします。                               （教務主任 松田 啓宏） 

 

フラワーコンテストの開催に向けて 

緑が少ない寒い季節に、少しでも明るく美しい環境で過ごせるように、

また、卒業式に花を飾って６年生をお祝いしようと、環境委員会の児童が

フラワーコンテストを企画しました。２学期末に各学級の代表がどの種類

の花を育てるかを選び、各学級で苗や球根を鉢に植えました。子供たちは、

花をきれいに育てようと毎日水やりをしたり、登校したら花の様子を観察

したりするなど、学級で世話をしています。 

 また、委員会では、それぞれの花鉢にふさわしい賞を贈ろうと話し合い、

「すくすく元気に育ったで賞」や

「春を感じられたで賞」等、各学

級の花の成長の様子に合わせた賞

を考えています。 

   子供たちが植物を大切に育てる活動を通して、自分たちの生活を自分た  

ちで明るく美しく整えようとする態度を育んでいきたいと思います。                   

（環境委員会担当 溝口 喜里子） 

  

 

 

書き損じはがき・未使用切手贈呈式 

  

２月３日（月）、運営委員会の呼びかけで集めた書き 

損じはがきと未使用切手を、南砺市ユネスコ協会の方 

にお渡ししまし

た。海外の子供た

ちの就学を支援

する活動等に生

かされるそうで

す。 

  

     
 

日 曜     予     定 

３ 月 校外班集会 

６ 木 委員会（最終） 

７ 金 卒業おめでとう集会 

教育振興会役員総会 

17 月 卒業証書授与式 

24 月 修了式 

25 火 学年末休業開始 ～４月７日（月） 

＜どこにどの苗を植えるか 

話し合う子供たち＞ 

<JA の方に大豆の種まきを習う３年生

＞ 

＜各学級で育てた花鉢が 

集まりました＞ 


